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貴重な食文化「西谷地区のちまき」をご紹介

『ことば』を通して子どもたちの健やかな成長を支えます

ソリオ宝塚こども絵画展

教育委員会の事務執行などに関する評価を実施しました

ちまきの由来
　ちまきは中国戦国時代の楚

そ

の政治家・屈
くつ

原
げん

を弔うため
に始まったとされる端

たん

午
ご

の節
せっ

供
く

の行事が由来と言われて
おり、それが日本に伝来し、最初に茅

ち

の葉で巻いたため、
ちまき（茅巻き）という名前がついたと言われています。
　ちまきの名前がついたのは平安時代で、その後、地域
ごとにさまざまな種類の植物で包んだちまきがつくられて
きましたが、近年ではササ類で包むちまきがほとんどです。
西谷地区のちまきの食文化
　現在も西谷地区の家庭で作られているちまきは、ナラ
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ことばの教室（☎７７・2230）
教育委員会幼児教育センター（☎77・2132 亜77・1891）

教育委員会幼児教育センター（☎77・2132 亜77・1891）

教育委員会教育企画課（☎77・2025 亜71・1891）

　幼児教育センターでは就学前の子どものために「ことばの教室事業」を行っています。
　ことばの教室は、“くちゅ”（くつ）、“たかな”（さかな）などのように『カ行やサ行がうま
く発音できない』、『鼻にかかったような声になる』、『ことばがつまることがある』など、
子どもの発音の困りごとに対して、さまざまな遊びや発音練習を通して、楽しい雰囲気
の中で正しい発音が身につくように練習する場です。うまく発音できるようになることで、
友達と楽しく話をしながら、集団生活に進んで参加できる意欲や力が育まれます。

　毎年、ソリオ宝塚都市開発㈱から市立幼稚園・保育所に「ソリオ文庫」として絵本を寄贈いただいています。子ど
もたちは絵本を通して豊かな感性を育んでいます。子どもたちが感じた絵本の世界を、皆さんもぜひ体感してみませ
んか。
期 間 11月5日㈭～9日㈪　※初日は10時から、最終日は15時まで
場 所 ソリオ1 GFメインプラザ

　教育委員会では毎年、事務の管理及び執行の状況について自己点検・評価を行った上で、その評価に対する学
識経験者による外部評価を加えて報告書を作成しています。今年は、宝塚市教育振興基本計画（後期計画）の４年
度目に当たる令和元（2019）年度分の事務執行などに関する点検・評価を実施し、外部評価者からは「計画期間内
に一度もヒアリングを受けたことのない施策が出ないよう、配慮も適切になされていた。引き続き特色ある先進的な
取り組みとして継続し、園児・児童・生徒、市民の状態の改善につながることを期待したい」との評価をいただきまし
た。
　今回実施した評価を生かし、今後の計画・施策の推進につなげていきます。
　詳細は教育委員会ホームページに掲載するほか、市役所１階の資料閲覧コ－ナ－でも閲覧できます。
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11月1日～7日は文化財保護強調週間

子どもが上手に発音できない・・・そんなときは「ことばの教室」にご相談ください

市立幼稚園の園児たちが絵本の世界を絵や作品で表現♪

ガシワとヨシの２種類の植物で包まれていて、全国的にも極めて珍しいものです。これらの植物で
包むちまきは昭和初期まで猪名川上流域と武庫川中流域で広く作られていましたが、現在では全
国的に見ても西谷地区以外の地域ではほとんど作られておらず、貴重な食文化が残っています。
　今年３月には、「西谷地区のちまきの食文化」が宝塚市無形民俗文化財に指定され、兵庫県内
で初の食文化の無形民俗文化財指定となりました。

TAKARAZUKA知ってぃ♪（CITY）クイズ !
もっと !

第3回
宝塚駅周辺編③

　「宝
たから

塚
づか

市
し

を訪
おとず

れた“みなみさん”が市
し

内
ない

を散策しながら、市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の“あきらさん”とのやり取
と

りの中
なか

でまちの歴
れき

史
し

に親
した

しむ」がコンセプトの、クイズ形
けい

式
しき

で歴
れき

史
し

を学
まな

べるシリーズです！第
だい

3回
かい

は宝
たから

塚
づか

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

編
へん

の最
さい

終
しゅう

回
かい

です！
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宝
たから

塚
づか

大
おお

橋
はし

に来
き

たよ！目
め

の前
まえ

には有
ゆう

名
めい

な宝
たから

塚
づか

大
だい

劇
げき

場
じょう

が見
み

えて、
宝
たから

塚
づか

を訪
おとず

れたって感
かん

じがするね♪

今
いま

は閑
かん

静
せい

な住
じゅう

宅
たく

地
ち

だけど、当
とう

時
じ

は、ハイカラな場
ば

所
しょ

だったん
だね♪ダンスホールに通

かよ

うモダンボーイやモダンガールがたく
さん歩

ある

いていたのかな～

この華
はな

やかな道
みち

も自
し

然
ぜん

によって造
つく

られた場
ば

所
しょ

だったんだね！
宝
たから

塚
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えき

に戻
もど

ってきたよ！散
さん

策
さく

楽
たの

しかったな♪

有
ゆう

名
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な「花
はな

のみち」に来
き

たよ！周
まわ

りの道
みち

より一
いち

段
だん

高
たか

く特
とく

別
べつ

な道
みち

に
見
み

えるね

宝
たから

塚
づか

は、 鉄
てつ

道
どう

が開
かい

通
つう

した明
めい

治
じ

３０（1897）年
ねん

以
い

降
こう

、 郊
こう

外
がい

住
じゅう

宅
たく

地
ち

・別
べっ

荘
そう

地
ち

としても発
はっ

展
てん

したんだよ。 当
とう

時
じ

の建
たて

物
もの

としては、
雲
ひばりがおか
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区
く
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地
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宅
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地
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展
てん

していったんだよ

花
はな

のみちが一
いち

段
だん

高
たか

いのは、そこが武
む

庫
こ

川
がわ

の氾
はん

濫
らん

などによって
出
で

来
き

た自
し

然
ぜん

堤
てい

防
ぼう

だからなんだよ。（③）の木
き

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に自
し

然
ぜん

堤
てい

防
ぼう

※を頑
がん

丈
じょう

な防
ぼう

波
は

堤
てい

にするために植
う

えられた名
な

残
ご

りなんだ

大
たい

正
しょう

１２（1923）年
ねん

、中
なか

州
す

地
ちい

域
き

に温
おん

泉
せん

場
じょう

などを備
そな

えた貸
かし

付
つけ

別
べっ

荘
そう

地
ち

があったんだ。さらに昭
しょう

和
わ

４（1929）～５（1930）年
ねん

頃
ごろ

には「宝
塚中洲荘園」という住

じゅう

宅
たく

地
ち

として開
かい

発
はつ

されたんだよ。また同
どう

時
じ

期
き

に、社
しゃ

交
こう

ダンスの流
りゅう

行
こう

により「ダンスホール宝
たから

塚
づか

会
かい

館
かん

」ができる
など、この地

ち

域
いき

はモダンでにぎやかな地
ち

域
いき

だったんだ

この地
ち

域
いき

が明
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治
じ

時
じ
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以
い

降
こう

に（①）や娯
ご

楽
らく
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ち

として発
はっ

展
てん
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を教
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えてもらったけど、橋
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か

流
りゅう
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時
じ

の外
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観
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のこ

している建
たて

物
もの

がいく
つかあって、国

くに

の（②）になっているね。
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辺
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時
じ

は別
べっ

荘
そう

地
ち

だったんだね

桜
さくら

がとても綺
き

麗
れい

に咲
さ

いているね！他
ほか

にも色
いろ

々
いろ

な花
はな

や木
き

が植
う

えら
れていて華

はな

やかな雰
ふん

囲
い

気
き

だなぁ
おや？立

りっ

派
ぱ

な（③）の木
き

もあるね

登場人物
みなみ
歩
ある

くことと食
た

べることが大
だい

好
す

きな
女
おんな

の子
こ

。特
とく

技
ぎ

はダンス。

あきら
みなみの友

とも

達
だち

。宝
たから

塚
づか

市
し

在
ざい

住
じゅう

。歴
れき

史
し

と猫
ねこ

が好
す

き。

トーマス
みなみの友

とも

達
だち

。近
きん

代
だい

建
けん

築
ちく

を学
まな

ぶイ
ギリス人

じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

。

子どもTAKARAZUKA
知ってぃクイズ

①～③に当
あ

てはまる単
たん

語
ご

を下
した

の中
なか

から
選
えら

んでみよう !

① ア . 住
じゅう

宅
たく

街
がい

　イ . 温
おん

泉
せん

街
がい

　 ウ . 地
ち

下
か

街
がい

　エ . 問
とん

屋
や

街
がい

② ア . 記
き

念
ねん

物
ぶつ

　イ . 国
こく

宝
ほう

　 ウ . 登
とう

録
ろく

有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

　 エ . 重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

③ ア . 松
まつ

　イ . イチョウ
　 ウ . けやき　エ . 紅

も み じ

葉

大人も挑戦！TAKARAZUKA
知ってぃクイズ

①猪名荘　②源荘　
③多田荘　④摂津荘

※ 洪
こう

水
ずい

などで川
かわ

が氾
はん

濫
らん

し、土
ど

砂
しゃ

などが運
はこ

ばれ、堆
たい

積
せき

されて造
つく

られた高
たか

まりのこと。

難易度★☆☆
　宝

たから

塚
づか

市
し

にはかつて「小
おばやしのしょう

林荘」や「伊
い そ し の

孑志
荘
しょう

」、「山
やまもとのしょう

本荘」などいくつかの荘
しょう

園
えん

がありまし
た。
　では、宝

たから

塚
づか

市
し

の北
ほく

部
ぶ

には、川
かわ

西
にし

市
し

、猪
い

名
な

川
がわ

町
ちょう

、三
さん

田
だ

市
し

の一
いち

部
ぶ

に及
およ

んだ平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の武
ぶ

将
しょう

、源
みなもとのみつなか

満仲が拓
ひら

いた広
こう

大
だい

な荘
しょう

園
えん

がありました
が、何

なん

という荘
しょう

園
えん

でしょうか。

【回答】
こどもクイズ ①イ.温

おん

泉
せん

街
がい

 ②ウ.登
とう

録
ろく

有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

 
③ア.松

まつ

【②の解説】
　登

とう

録
ろく

有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

は、有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

のうち一
いっ

定
てい

の評
ひょう

価
か

を
得
え

たものを文
ぶん

化
か

財
ざい

として登
とう

録
ろく

し、保
ほ

存
ぞん

・活
かつ

用
よう

が図
はか

られる
ものです。
大人クイズ ③多

ただのしょう

田荘
【解説】
　多

ただのしょう

田荘は源
みなもとのみつなか

満仲が多
た

田
だ

盆
ぼん

地
ち

（現
げん

川
かわ

西
にし

市
し

）を自
みずか

らの
本
ほん

拠
きょ

地
ち

とするため移
い

住
じゅう

し、現
げん

在
ざい

の多
た

田
だ

神
じん

社
じゃ

を天
てん

禄
ろく

元
がん

（970）年
ねん

に創
そう

建
けん

し、多
た

田
だ

盆
ぼん

地
ち

を開
かい

発
はつ

したことで始
はじ

まりま
した。また、満

みつ

仲
なか

は自
みずか

らを「多
ただのみつなか

田満仲」と名
な

乗
の

り、源
げん

氏
じ

の祖
そ

となりました。

△ナラガシワとヨシで包まれたちまき

　子どもの発音で気になることがあれば、気軽に幼児教育センターまたはことばの教室までご相談ください。
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